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要 　　旨

　パ レ
ー

トの 政治理 論 ・経済理 論 ・社会理 論と，ソ シ ュ
ー

ル の言 語 理 論を情報文化 とい う観点か ら統
一

的 に論 ずる こ

とが課題 で ある 。19 世紀末か ら 20 世紀初頭に か けて ス イ ス で 活躍 し たパ レ
ー

トと ソ シ ュ
ー

ル の 理 論は，価値の シ ス

テ ム に関する 共 時的
・通 時的理論を 論 じよ う と した 点で 共通性があ る。言語と貨幣 制度 と情報文化 とい う観点か らパ

レートの 経済 学 ・社会 学に関す る著作と，ソ シ ュ
ール の 言語学に 関す る 議論を比 較検討する こ とを試み る 。パ レ

ー
ト社

会 学 にお ける 不変 な るも の と可変 な る もの は，そ れ ぞれ 残基 と派 生 と呼ばれ て い る。こ れが ソ シ ュ
ール の 言語学にお け

る 語 根と派生語の 関係に対応 して いる こ と はよ く知 られ て いる。本 稿 は．価 値 の シ ス テム と い う観 点 か らパ レートの

一
般均衡理論，エ リ

ー
トの周 流論，一

般社会学とソ シ ュ
ー

ル の
一

般言 語学を比較 し，その 共通 1生を明 らか に した い。

Abstract

This　Paper　discusses　on　Pareto　s　Poiitica1，　Economic，　Sociological　Theory　and 　Saussure　s　Language　Theory　in　the　view 　of

Inf（）rmation −Culture．　Between　late　19th　century 　and 　early　20tl
】
century ，　Pareto　and 　Saussure　acted　in　Switzerland．　Their

theories　have　common 　points　in　order 　to　discuss　on 　Value　System　Theory　in　both　static　and 　dynamic　view．　This 　paper

tries　to　discuss　on　Pareto
’
s　economic 　and 　sociological　works 　and 　Saussure

’
s　Language　texts．　In　Pareto

’
sSociolog ｝

T−there

exist 　 residues 　and 　derivatives．　In　Saussure　s　theory ，　residues 　and 　derivatives　 are 　 radices 　and 　derivatives，　This　paper

shows 　the　common 　poillts　of　 Paret（∫s　General　Equilibrium　Theory，　Circulation　Theory　of　Elites，　General　SociolQgy　and

SaussurざsGeneral 　Language　Theory．

1．は じめ に ：研究目 的と課題設 定

　 19世 紀末か ら 20世 紀初頭 にか け て，ス イ ス で 活躍 したパ

レ
ートと ソ シ ュ

ー
ル の 理論に は 高い 親和性が ある 。 文献に よ れ

ば，両 者 は 友 人 で あ っ た とさ れ る
〔1）

e 政治学者，経済学者，社

会 学者，そ して 「不 本 意 な哲学者」 と して 知 られ るパ レ ートの

理 論 と，言 語 学者，記号 論 者 と して知 られ る ソ シ ュ
ール の 理論

を，情 報 文化 学 と い う観 点 か ら俯 瞰 し，分析 を行 うの が本稿 の

課 題 で ある
［2）。パ レートの 理 論 は経 済 ・社会シ ス テ ム の 均衡 を

論 じ て い る の に 対 して，ソ シ ュ
ー

ル の 理論 は 言語 に お け る価値

の 均 衡 を論 じて い る とい う点で 共通 点が あ る。パ レ
ー

トの 経済

学 上の 主著 が 『経済 学 講義』〔1896，97｝『経 済学 提 要』（1906ρ9），

社会学 上 の 主著 が 『一般 社 会学 概論』（1916，23）と して 利用 可能

で あるの に対 して，ソ シ ュ
ール 『

一
般言 語学 講 義』 （1916｝は弟

子 の ま と め た 講 義 ノートと い う難 点 があ る 阻 1。しか し現 在 ま

で ソ シ ュ
ー

ル 研究が 進展 して い る の で ，その 成果 を利 用す るこ

とで，ソ シ ュ
ー

ル の 理 論に せ まる こ とが で きる だ ろ う
〔
％

　情 報 文化学 の 原 点 と呼 べ る 片方 論文 で は，情 報文 化学 は理 念

系，人 間系，施 設 系か ら構成 され る と定義 して い る ［1】。基 本

構 造 の X 軸 で あ る理 念 系 は，伝承 ・連 繋 ・記 号 か ら構 成 され

る。伝 承 は 学 習 の こ と で あ り，連 繋 は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で

あ り，記 号 は象徴 で あ る。つ ま り情報文化学を構成 する 理念 系

の 中で，記号 は大 きな役割 を占め て い る。記号 論 に関 して ，そ

の 基礎 を作 っ た
一

人 は ソ シ ュ
ー

ル で あ る。基本構造 の Y 軸で

ある 人 間系は，映像 ・文字 ・音声か ら構成 され る。文字 は テ ク

ス トで あり，音声は ある意味で パ ロ
ー

ル （話 し言葉） と関係が

深 い 。言 語学はテ ク ス ト理 論に 対 して，基礎 を提供する と考 え

られ る し，パ ロ ール とエ ク リ チ ュ
ール （書 き言 葉） に つ い て ソ

シ ュ
ール が言 及 した こ と は，よ く知 られて い る。基 本構造 の Z

軸で あ る 施設系，つ ま りネッ トワ
ークは，メ デ ィ ア，対話，同

期 か ら 構成 さ れ る 。 貨 幣は 交換 の 媒 介，つ ま りメ デ ィ ア で あ

る。情報文化学 の 基 本構造 と構 成系 に つ い て も，記 号 論や 言

譜，貨幣 とい っ た観点，特に ソ シ ュ
ー

ル の 学問体系 と密接 な関

係 が あ りそ うな こ とが読 み 取 れ る。また 言語，貨幣は 情報文化

学 の 基 本対 象 の 一つ で あ り，さ らに 言語 （ラ ン グ ）で 記述 さ れ

た社会 制 度 は社 会 シス テ ム で もあ る。つ ま り言語，貨 幣 制 度

と情報文化 は深い 関係がある 。

　言 語 と貨幣は，人 間 に よ っ て 生 み 出 さ れ た 文化 で あ る と 同時

に，現代的に は 計算機で 扱うこ とが可 能 と い う特性があ り，情

報 文化の
一
種で ある。情報文化学とい う学際的な場で ，言 語，
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貨 幣，社会 シ ス テ ム に つ い て 比較 検討 を行 う こ とは 有 意義 で あ

る と考 え，試論 を展 開 す るこ と と した。

　 ソ シ ュ
ール に関 して は，情 報 文化 とい う観 点 で 重 要 な理 由

は，．ヒ記 に 述べ た よ うに．情 報文 化学 の 基 本構 造 と構 成系 に つ

い て ，記号 論 ・言語 学 とい う観点 か ら密接 な関係 が ある た め で

あ る 。 言 い 換 え る と 情 報文 化 学 の 理 論 的基 礎 と ソ シ ュ
ール の

貢 献 は 深 い 関係 が ある 。ソ シ ュ
ー

ル の ラ ン グ （言 語） とパ ロ
ー

ル （話 し言 葉）の 関 係 に つ い て．情報 文化 学の 理 論 的基 礎 とい

う観点 か ら確認 して お こ う。ソ シ ュ
ー

ル が言語学の 対象に した

の は，パ ロ
ー

ル で は な く，ラ ン グ で あ る。こ の こ とを説明 す る

ため に．言 葉 に よる 人 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に つ い て 確 認 し

たい 。入 間が言葉で 会話する 時，音声が 凵 か ら発 話され，耳か

ら 聴覚 さ れ，脳 で 解 釈 さ れ る。音 声 は
一種 の 物 理 的現 象で もあ

り，脳 で 理解 され て は じめ て 意味 を持 つ 。こ の よ うな脳 で 理解

され る もの が ラ ン グで あ り，
一

方，音 声 や会 話 はパ ロ ール で あ

る 。 ラ ン グ とパ ロ
ー

ル を合 わ せ て ，言 語作用 と して の ラ ン ガ
ー

ジ ュ に なる 。 ソ シ ュ
ール の 言語学 で は，ラ ン グ （社 会言 語 の 体

系）を扱い ．パ ロ
ー

ル （個人言語 の 体系）を扱 わ な い
。

パ ロ
ー

ル や 発話 （デ ィ ス ク
ー

ル ）を扱うの は 現 代で は 認 知科学 や認

知 言 語 学 に な る だ ろ う。ラ ン グ は 差 異 の 体 系 とい わ れ る。体

系 （英 語 で 言 えば シ ス テ ム ）は，価値 の 均 衡 を扱 うの で，そ の

中に は 当然 （価値の 〉差異 も含 まれ る 。 そ の 後，ソ シ ュ
ー

ル

の ア イ デ ア で あ る 体 系 は，構 造 と言 い 換 え ら れ て，研 究 さ れ

た。情報文化学の 基 本 「構造」 と構成 「系」 とい う基本的な考

え方 も ソ シ ュ
ール に

一
つ の 起 源 を持 っ て い る とい っ て も過 言

で は な い だ ろ う
（6〕。ソ シ ュ

ー
ル 以後 の 言 語 学 で は，米 国 ブ ル

ー

ム ・フ ィ ール ドの 搆 造 言語 学の 影 響 もあ っ て ，言 語 の 「構 造」

と 「体 系 」 を記 述す るこ と が重視 され た。情 報文 化学 にお い て

も，情報文化の 「構造」と 「体系」の 記 述が 必要に な ろ う。

　 こ こ で 今，あ ら た め て パ レ
ー

トに つ い て 言 及 する 意 味に つ い

て も触れ て お こ う。
パ レ

ートは政 治学，経済学，祉会学等に 貢

献 が あ る が，彼 の 経 済 学 の 著 作 は例 えば早 川 三 代 治 の 著作 を

除 けば，日本 語 で 完 全 な翻 訳 書 は 出版 され て い ない
1
％ 『経済

学 提要 』 は イ タ リア 語 版 と フ ラ ン ス 語 版 が 存 在 し，英 訳 も出版

され て い る が，残念 なが ら日本 の 読者 にア クセ ス しやすい 邦訳

は，現 時点 で は 出版 さ れ て い な い 。『
一

般 社 会学 概論 』 は 全 体

を 4 つ の パ ー
トに わ け る と．非論 理 的行 為，残基，派生，社会

均衡に 大別され る。こ の 最後の パ ートの 社会 均衡 の 部分が 「社

会 学 大綱 』 と して 訳 さ れ て い る
〔8）。また 『

一
般社 会学概 論 』 は

あ ま りに 分厚 い 著作 なの で ，要 約本 の 『一般 社 会学提 要』 に関

して は，ア クセ ス しやす い 翻 訳 が存 在 す る
〔9）。『

一
般 社 会 学提

要 』 の 邦 訳 本 の 校 訂者 で あ る板倉達文先生 は，『社会主 義の 諸

体 系』 を 邦訳 され た が ，出版を待た ずに 物故 さ れ て お り，ギ リ

シ ア語 の 引用 部分等 を含め，校訂者が 待た れ る状 況に あ る。つ

ま り，日 本に お ける パ レ
ート研究は，パ レ

ートの 経済学上 の 主

著 で あ る 『経済学講義 』及 び 『経済 学提 要』が まだ翻訳 が 出版

され て お らず，杜会学上 の 主 著で ある 『
一般社 会学概 論』 は 部

分訳 と要約本の 完全 な邦訳 の み で あ り，また主 要著作 に挙 げ ら

れ る 『社 会 主義 の 諸体 系』 も翻訳 が まだ 出版 され て い ない 。

　パ レ ートの 経済 理論 の 重要 性 は，日々 高 ま っ て い る。純粋 な

新 古 典派理 論 （
一

般均 衡理 論 を 中心 とす る ミ ク ロ 経 済学 ） だけ

で はな く，パ レ ートを経 済物 理学 の 観 点か ら引 用す る 学 者 も存

在 す る。か つ て パ レ ート 『経 済 学 提 要』 は ヒ ッ ク ス や サ ミ ュ

エ ル ソ ン ，そ れ に ヴ ィ クセ ル とい っ た 経 済学 者 に よ っ て 研 究 さ

れ，現代 の 消 費者 理論 に も強 い 影響 を与 え て い る。消 費に お け

る所得効果 と代替効果 の 分 解．い わ ゆ る ス ル ツ キ
ー

方程式の 研

究の 原点 もパ レ
ー

トに あ る。無差 別 曲線分析 や エ ッ ジ ワ
ー

ス の

箱 な ど もパ レ
ー

トの 研 究対 象 で あ っ た。さ らに現 代 に お い て は

パ レ
ート法則の 発見者 と して ，経済物理 の 研 究 で もパ レ ートの

評 価 は 高 まっ て い る
uo ）。

　 情 報文化 とい う観点 か らも，政治 学，経 済学，社会 学 に対 し

て 大 きな貢献 を した パ レ
ートを扱 うこ とは 有意 義 で あ る と考

え，パ レ
ー

トとソ シ ュ
ール を比較す る 試論 を展 開す る。

2 ．パ レートの理論 の検 討

　パ レ
ー

トの 理 論 を 統
一

的 に 説明す る 試 み を行 わ な い と，ソ

シ ュ
ー

ル の 理論 と比較する こ とは難 しい
。

　パ レ
ー

トは もと もと理 論物理学や 数学 を専攻 して い たが

ロ ーザ ン ヌ 大学で ワ ル ラ ス の 後をつ い で，一般 均衡理 論 とい う

経 済 理論 の 研 究をは じめ た 。

一
般均衡理 論は，物理学の 方法論

を も とに，市場 に お ける 全て の 財 ・サービ ス の 需給 の 均 衡 を連

立方 程式 シ ス テ ム で 分 析 す る 理論 で あ る。

　パ レ ートの 経 済理 論 上 の 責献 は大 き く分 け て 2 つ に 分 か れ

る 。
パ レ

ー
ト効率 性 の 概念の 提唱 と、パ レ

ー
ト分布の 発見で あ

る。パ レ
ー

ト効率性は，「ある 集団 ない し個人 の 状況を悪 くす

る こ と な し に，こ れ 以 上 他の 集団な い し個 人 の 状況 を良 くす る

こ と が で きない 状態」で あり．資源配分の 効率性 をあ らわす概

念で ある
｛II］。一一

方で パ レ
ート分布 は，所得分 配が べ き分 布 の

よ うな 不 平 等 な構造 を して い る こ とを明 らか に して い る
oz ）。

　パ レ ート効率性 が．経 済均 衡の 効 率性 を論 じて い る の に 対 し

て，パ レ ート分布 で は，社 会 シ ス テム にお け る 分配 の 不 平等，
・．tt

種 の 社 会的 不均 衡 を 論 じ て い る とい う違 い が あ る。

　経 済理 論 上 で パ レ
ー

ト効 率性の 概 念 を提唱 した パ レ
ー

トは，

社会学上 で，現代の 社会的厚生関数 社会的選 択の理 論 を論 ず

る こ とに な る。

　 またパ レ ート分 布 を発 見 した後，社 会 を構 成 す る 人間 が
一

人

一人非常 にあ らゆる面 で 異 な っ て お り，相 互 に理解不 能 な側 面

が あ る と い う社 会 的 異 質性 を見抜 い た パ レ
ー

トは，少数の エ

リートが 実際 は どの 社 会も支 配 して い る とい うエ リ
ー

トの 周 流

説 を政 治理論 におい て 唱 え る こ とに な る 。 「人間社会は，大部

分に お い て，貴族政治の 継起 の 歴 史で あ る 」（文献 ［61p．423）と

い う言葉 は，有名 で あ る。

　また経 済学 の 世 界 で は，方 法論 的個 人主 義，序 数的効用 主義

に 基 づ く研 究 を推 進 して い たパ レートは，社 会学 に お い て は，

感情 や 信 念 な ど に よ っ て 支配 される 非論理 的行為を分析の 主眼

に おい た。

　パ レ
ー

ト社会学 に お ける 最大の キ
ー

ワ
ードは，残基 と派 生で

ある。残基 は 人間精神の 不変 の 定数項 で ，派生 は残 基 を覆 い 隠

す似 非論 理で あ り，可変項 で あ る。パ レ ートに よれ ば残 基 は 6種
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類 存 在 し，派生 は 4 種類 存 在 す る。6種 類 の 残 基 の 内，重 要 な

の は結 合 本能 と集合 体 の 持 続 の 2つ で あ る。結合 本 能 は新 しい

組 み合 わせ を生 み 出 し社 会 を革新す る 人間 の 側 面で あ り，集合

体 （グ ル
ー

プ）の 持続 の 残 基 は，人間 の 保 守的 な側 面で あ る。

結 合本 能 と集合 体 の 持 続 の 残基 の 問で の バ ラ ン ス が ，一
種 の 社

会均衡を決定する 。 派生 は，断言，権威，感情ない し原理 の
一

致，言葉 の 上 の 証 明か ら構 成 され る 。 派 生 は 人 間の 感情 を覆 い

隠す ヴ ェ
ー

ル，イ デ オ ロ ギ
ーと言 い 換 えて も問 題 な い 。

　パ レ
ート社会学の もう

一
つ の キ

ー
ワ
ードは 社会均衡で ある 。

パ レ
ー

トは まず経済学で 全 て の 財 ・
サ
ービス の 均衡 で ある

一般

均 衡 を研 究 したが ，そ の 均 衡概 念 を社会 均 衡へ と拡 張 した。経

済学で は需要 と供給が，古典力学 の 力 に相当す る 概念で ある

が ，社 会 学で は，経済的 利 害，社会的異質性 とエ リ
ー

トの 周

流，残 基，派 生等 に よ っ て 社会 均衡 が 決 定 され る。

　パ レ
ートが 言語 学 に も造 詣があ っ た こ とは，例 えば 『経済学

提 要 』 の 中の 以 下 の 文 章 を引 用 す れ ば，示 す こ とが で きる。

「言 語 学 に お け る 法 則 に お い て よ い 例 を 引 き出 す こ と が で き

る。文 法 は先 行 し
．
ない ，しか し話 し言 葉 の 形 成 の 後 を追 う。」

（文献 ［6］，p．45）

　 パ レ ート研 究 は膨 大 に 存 在 し，様 々 な立場 に よ っ て 理解 も若

干 異 な るだ ろ うが，基 本 的 には，以 上 の よ うに 要約 で きる。

3 ．ソ シ ュ
ール の 理 論 の 検討

　 ソ シ ュ
ー

ル研究は膨大に 存在する が，パ レ
ー

トの 理論 との か

か わ りを指摘 した イ タ リ ア の 言 語学者 トゥ リ オ ・デ ・マ ウ ロ の

議論を主 に 参照 しつ つ ，ソ シ ュ
ー

ル の 理 論を検討 して い こ う。

　「
一

般言語学講義』 イ タ リア 語版 の 校訂者 トゥ リオ ・デ ・マ

ウ ロ に よ れ ば，ソ シ ュ
ー

ル とパ レ
ー

トの 理 論 の か か わ りは．

『経済 学提 要』 や 「一般社 会学概 論』 に 主 に 表れて い る と さ れ

る
｛13｝

。

　 ソ シ ュ
ー

ル は パ レ
ー

ト 『経済学提要』 を読ん で い た 形跡 が あ

る し，パ レ
ー

トは 『一般社 会学概論』で ソ シ ュ
ー

ル の 言語 学 を

意識 した言説 を展開 して い る とされ る 。

　 ソ シ ュ
ー

ル の 理論 は，共時態論 と通時態論 に分か れ る 。 言語

の シ ス テ ム にお け る 共 時 的な価値 の 均 衡 理 論 と，言 語 の 進 化 を

論 じる動学 理論 で あ る。

　 ソ シ ュ
ール の 理論 は，ラ ン グ （言葉 ） と ラ ン ガージ ュ （言語

作用 ），パ ロ
ー

ル とエ ク リチ ュ
ー

ル ，つ ま り話 し言葉 と書 き言

葉，シ ニ フ ァ ン と シ ニ フ ィ エ ，形相 〔フ ォ ル ム ）と実質 （シ ュ

プ タ ン ス ），共 時態 論 と通 時態論 とい っ た二 項対立構造が 特徴

的 で あ る。

　 ソ シ ュ
ール の 理論 の 中で ，特 に ラ ン グ とパ ロ ール の 関係 が重

要 で あ る。 ソ シ ュ
ール の ラ ン グは，社 会 言語 の 体 系，パ ロ ー

ル

は 個人言語の 体系 と言 える。 ソ シ ュ
ー

ル が言語 学 に お い て 扱 う

の は ラ ン グ，つ ま り社 会言語 の 体系 で あ る 。

　言語学に お ける 語根 と派生語の 関係は ，パ レ
ー

トの 社会学理

論 にお け る残 棊 と派生 の 関係に 対応 する。言語学に お ける不 変

な る もの が，語根 で あ り，可 変 なる もの が 派生 語 で あ る。社 会

学 に お い て，不 変 な る もの は 残基 と呼 ば れ，可 変な る もの は

パ レートか ら ソ シ ュ
ール へ 　 　7

派生 と 呼 ばれ る。残基 は人 間精神 に 内在 す る不 変 の 定 数項 で あ

り，派 生 は残 基 を覆 い 隠 す似 非論理 で あ る。

　『
一

般言 語 学講 義』 は ソ シ ュ
ー

ル の 弟 子 の 手 に よ っ て編 集さ

れ た もの で ，厳密 に は ソ シ ュ
ー

ル その 人 の 著作 と は 言 え ない 。

しか しなが ら，一
度 で も 『

一
般言語 学 講義 』 を フ ラ ン ス 語 で 紐

解い た こ とが あ る 人 で あれ ば，ソ シ ュ
ー

ル が 講義 した と され る

内容 と，ワ ル ラ ス
・パ レ

ー
トに 代 表 さ れ る 経 済理 論の 用 語 の 類

似 性 に 気付 くで あ ろ う。た と え ば，『
一

般言語 学講 義』 で は タ

トマ ン （模索）や イ ノ ベ ー
シ ョ ン （革新），均衡 とい っ た 経済

学 とも関係の 深 い 単語 が 登 場する。さ ら に 社会均衡や 政 治的 均

衡 とい っ た社 会学 に も通 用 する 概念 に 言及 が あ る。

　『
一

般言語学講義』 を読む 時に，注意すべ き点 は，そ の 内容

は 本 当に ソ シ ュ
ー

ル が 講 義 した オ リ ジ ナ ル な 内容 な の か，そ れ

と も後 か ら弟子 が 付 け 加 え た 内容 な の か，整理 しな が ら読む 必

要が あ る 点 だ。た とえ ば 『一般 言語学講義』の 結論部分 の 最

後 の 文 章 は．ソ シ ュ
ール 自 身の 言葉 で は な く，あ とか ら弟 子

に よ っ て 追加 され た言 葉 だ と され る ［15］。また 『一般 言 語 学講

義』の テ クス トの 配列 に も注 意する必 要が あ る。ソ シ ュ
ー

ル の

一
般 言語 学講．義 は 3 回 に わ たっ て行 わ れ たが そ の 講義の 内容

とテ ク ス トの 順番 が 同様 とは限 らない た め だ。

　パ レ
ートの 研究 した経 済学が数量 的価 値 の 均 衡理 論で あ る の

に 対 して，ソ シ ュ
ール の 研 究 し た言 語学 は 定性 的価 値 の 均 衡理

論 で あ る。扱 っ て い る 対 象 は 異 なる が，両 者 は 価値 に 関す る 均

衡理 論 で あ る と要 約 で きる 。

　以 下，パ レ
ー

トとソ シ ュ
ー

ル の 関連年表を作 っ て ，彼 らの 活

躍 した 時代 に つ い て 探 る。

表 1　 パ レ ートと ソ シ ュ
ール の 関連年 表 ｛141

年 パ レ
ー

ト ソ シ ュ
ー

ル

1848年 6 月 パ リ に て 出生

1857年 ll月 ジ ュ ネーブ に て 出 生

1870年 「均衡 を決定す る微 分 方

程 式 の 積 分 に 関 す る 基

本的研究 と剛体の 弾力

性 に 関す る 理論 の 基本

原 理」 に よ リ トリ ノ大

学で 工 学の 学 位を 取得

1872 年 「ギ リ シ ア 語，ラ テ ン 語

お よ び ド イ ツ 語 の 諸 単

語 を少 数の 語 根 に 還 元

する ため の 試論」

1880年 「サ ン ス ク リ ッ トに お け

る 絶 対 属格 の 用 法 」 に

よ リラ イ プチ ッ ヒ 大学

で 哲学の 学位を取得

1893年 ロ ーザ ン ヌ大学 に 就任

1896．1897年 『経済学 講義』 ジュネ
ー

ブ 大 学 専任 教

授 （1896）

1901−1902年 『社会主 義の 諸体系』

1906年 『経済学 提剽

イ タ リア 語版

1907年 第
一

回
一

般言語学講 義
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1908年 第二 回
一

般言語 学講義

lgo9年 『経済学提要』

仏 語 改 版

19互0年 第三 回
一

般言 語学講義

1911年 「美徳の 神話 と背 徳の 文

学』仏 語初 版

1913年 2月 物故

1916年 『…般 社会学概論』

イタ リア 語 初版

『．一般 言 語学講謝

弟子 によ り出版

1920年 『事実 と理論』

1921年 『民主主義の 変容』

イ タ リ ア語初版

1923年 8 月 物故

　上 記 の パ レ
ー

トとソ シ ュ
ー

ル に 関 す る 年表か ら わ か る こ と

は ，パ レ
ー

トと ソ シ ュ
ー

ル は ほ ぼ 重 な っ た 時代 を生 きた 同時 代

の 人 で あ り，同 じ ス イ ス とい う国 を 中心 に ロ マ ン ス 語 圏 で 活躍

して い た 。 ソ シ ュ
ー

ル が
一

般言語 学講義 を 3 回 に わ た っ て 開

講 して い た の に 先 立 っ て ．パ レ
ー

トの 『経済学 提氈 の イ タ リ

ア 語 初 版が 出版 さ れ て い る。ト ゥ リ オ
・
デ

・
マ ウ ロ の 指 摘 の よ

うに，ソ シ ュ
ー

ル が一般 言語学講義 （第三 回） で 経 済学 と言 語

学の 関係 につ い て 論 じ た際 念 頭 に あ っ たの は パ レ
ートの 数 理

経済学に 関 する 研 究，一般均衡 理 論 の 研 究 で あっ た可能 性 は大

きい 。 『
一
般社会学概論』 と　『

一
般言語学講義』の 出版年が 偶

然 1916年 と共通 し て い る が，『
一

般 言 語学 講義』 は ソ シ ュ
ール

の 死 後 出版 され た もの で あ り，ソ シ ュ
ール とパ レ ートを 比較 す

る とい う観点か らは，言 語学 と経 済学 に 関す る 議論 をまず検討

し，そ の 後，ソ シ ュ
ー

ル の 思想 とパ レ
ー

トの 思 想 の 比較 とい う

観点 で ，二 次的 に ラ ン グ と社会 シ ス テ ム の 制度 の 問題 を取 り上

げる の が，順 番で あろ う。もち ろ ん テ ク ス トの 比較 とい う観点

か ら，『
一般言 語学講 義』 と 『一般 社 会 学概 論』 の 内 容 を比 較

する こ とは興 味深 い 課題 で あ る。

4 ．貨幣 と言 語

　経済学の対象で ある 貨幣お よ び貨幣的価値 と言語学の 対象で

ある 言語お よ び言語的価値に 関する 均衡理 論 と して，パ レ ート

の 理 論 とソ シ ュ
ー

ル の 理 論 は関連性 が あ る。

　経 済 学 で扱 う貨幣 は，価値 尺度 財で あ る。つ ま り経済 学 で い

う と こ ろ の 価 値 価格 は．全 て 単一の 貨 幣価値 に換 算 で きる。

円 と ドル であ っ て も，その 交換比 率で あ る為替 レ
ー

トが 定義で

きる。一
方 で ，言語 に お い て は，そ の 本 質は 多様性 に あ り，お

そ ら く経済学 の よ うに 単
一

の 貨幣価値 に換 算する こ とは，難 し

い だ ろ う。 経済学が 需要 と供給 とい う貨幣的価値の 均衡 理論 で

あ る こ と は疑 い が な い 。ま た 言語 学 も言 葉 の もつ 価 値 の 均衡 に

つ い て 論 じて い る。

　そ れで は，貨幣 的価 値 の 不 均 衡 （イ ン フ レ や デ フ レ），言語

的価 値 の 不 均衡 に つ い て 論 じる動 学 的 な体系は 存在す るの だ ろ

うか ？

　貨幣 の 不 均衡 を論 ず る もの と して，『不 均衡動学』が 存在す

る が ，言語 の 不 均衡 な る もの を論ずる もの は，今の とこ ろ 不 明

で ある
〔1
％

　言語 も共時的 な価 値 の 均 衡 状 態 だ け で は な く，革新 が発 生

し，経 済学 の 企 業 の よ うに．生成 と消 滅 を繰 り返す構 造 を持 っ

て い る。不 変 なる もの の 間 の 価値 の 均 衡 を見 出す こ と も重 要 だ

が，可 変 なる もの の 価値 の 不 均衡 につ い て 分析 す る こ と も重要

で あ る。マ ク ロ 経済 学 に お い て ，不変 なる もの に相 当す る の は

フ ァ ン ダメ ン タル ズ で あ り，可変 なる もの に相 当す る の は バ ブ

ル 項 で あ ろ う。

　 言 語 や 経 済 取 引 を分析 す る ため に，木 構 造 と い う手 段 が あ

る。経 済取 引 に お い て ，事前 に あ ら か じめ すべ て起 こ る 分 岐を

予 想 し，完全 な行動 リス トを作成する 。 こ の よ うな展開形ゲー

ム の 木構 造 と，言語 学 に お け る構文解析に 利 用 さ れ る木 構造 は

類似 性 が あ る。

臠

終点

（名詞、倒 ；花子 ）

終点

（格助詞、例 ：が ）

終点

（動詞、傍 ：居）

終点
（助 動詞、例 ：た）

図 1．木 構造 の 例 （筆 者作 成 ）

　パ レ
ートとソ シ ュ

ール の 時代か ら離 れ て も，数理 経済 学 と数

理 言語学 とい う観 点．確 率 的均衡 モ デ ル と して両者 は 近 い 構造

を持 っ て い る
  。

　経済 学 は分 析 に お い て 制約付 最 適化 を重 視 す る 。 言語 学 も話

し手 と聞 き手の 問で ノ イ ズを最小 化す る よ う，何 らか の 形で 最

適化 を行 っ た 談話 を分析する。

　そ もそ も今人 々 に よ っ て 話 されて い る言 語 が どの よ うな基

準に よ っ て 最 適化 され て い る か は，わ か ら ない 。しか し，一
般

に 言語 は多様 性 の 増 大 と選択 過程 と い う最 適化 を経て ，進化の

結 果 と して 存 在 して い る。

　 ど の よ うに して．こ と ば の科学 と合 理 的資 源配分 の 科 学 を結

び 付 け られ る か は，興 味深 い 。 その た めの き っ か け と して ソ

シ ュ
ー

ル とパ レ
ー

トの 比 較を行 うこ とは 有意 義で あ る 。

5 ．制度論へ

　 自然 言語 で 記 述 され て い る 制度 も情 報文化 論の対象で あ り，

数 理 モ デ ル に基 づ い て ，計算機で 分析が 可能で あ る。比較制 度

論 は 制度をNash 均衡 と して 分析 して い る。一般 に道路 が 右 側

通 行 か 左側 通 行か とい っ た 問題 は Nash 均衡 の 問題 と して 整理

で きる
｛17）

。
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　貨 幣 を扱 う数 理経 済モ デ ル の 成 果 で あ るゲ
ー

ム 理 論 を，社 会

制度 の 分 析 に応 用す る こ とが で きる。

　純 粋 に法 学 を数理 モ デ ル として 展 開す る こ とは難 しい か も し

れ ない が，境 界 領域 と して 法 と経 済学 が ある。法 と経 済学 の 分

野 は，経 済学 で い え ば 応 用 ミ ク ロ つ ま りゲーム 理 論 の 公 共 問題

等へ の 適用 となる 。 コ
ー

ス の 定理 の よ うに 民事問題 だ けで は な

く，囚 人の ジ レ ン マ の 例 の よ うに 刑事問題 に もゲ
ー

ム 理 論は 応

用 可 能 で あ る
〔18〕。ゲ

ーム 理論 は 対 立 す る 利 害 関係 者 の 間 の 調

整を分析する 理 論で あり，広い 応 用範囲 を持っ て い る。

　パ レ
ート社 会 学 も一種 の 制 度論 で あ る。社会 シ ス テ ム の 理論

で あ る。当然 社 会 シ ス テ ム の 構 成 要素 に は慣習 ・規 範 ・法 が含

まれる。パ レ
ートは社 会 シ ス テ ム の 均衡 を分析 す るの に，経済

的利 害，社 会 的 異 質性 と エ リ
ートの 周 流，残 基 と 派 生 の 道具

立 て を用 い た。社 会 的異 質性 は 社 会 の 多様 性 と読 み替 えて も問

題 ない だ ろ う。あ るい は社 会的異 質性 は社会の 情報的要 素で あ

る 。 社会情報 貨幣，社会階級 の 循環，本 能や感情，信 念体系

と言 い 換 え て も問題 ない だ ろ う。 こ れ ら の 要素か ら な る パ レ
ー

ト社会学，つ まりパ レ
ー

トの 社会 シ ス テ ム
・
制度論 を現 代的に

再構築する に は，行動経済学や ゲー
ム 理 論 の 知見が 必要 に な

る。情報や 文化信念 を扱うの は ベ イジ ア ン ゲ
ーム で，感情 に つ

い て は 行動経済学が扱 っ て い る 。

　そ もそ も人 間は合 理的 行動か ら逸脱 して 選択 行為 を行うこ と

が あ る。そ れ を ミ ク ロ 的基礎 と して ，新 しい 社 会理 論 を構築す

る必 要性 が あ る の で はない か。

　合 理 的行 動 か らの 逸脱 とそれ に対 す る罰 則 や規 制 は，行 動法

と経 済学の テ
ー

マ で あ る。ゲ
ー

ム 理論や行動経済学 をベ
ー

ス と

して 広 く社会問題
一

般 を扱う理 論体系の 構築は，興 味深い 課題

で ある 。

6 ．お わ りに

　パ レ
ートとソ シ ュ

ー
ル の 理 論 を比較 す る こ とで ，少 な くと も

一
般 均衡 理 論 と

一
般 言語 学 の 共 通性 を確 認 す る こ とが で きた。

今後 の 課題 は ソ シ ュ
ール に 関 して は，も っ と 資料 を 集め る こ

と。
パ レ

ー
トに 関 して は，著作だけで は なく，日記や書簡 レベ

ル の や りと りを追跡 する こ とも重 要に な る
〔191。

　 パ レ
ートとソ シ ュ

ー
ル の 理 論 の 特徴 と情 報文 化 の 関 わ りをこ

こ で 整理 して お こ う。パ レ
ートは，まず経 済学 で ワ ル ラ ス の 研

究 を引 き継 ぎ，需要 と供 給 を連立 方程 式体 系 で 分析 す る
一

般均

衡理 論 の 研 究 を 行 っ た。次 に，社 会 を
一

種 の シ ス テ ム ，制 度 と

見な し て，社会学的諸変数間の 均衡，つ まり社会均衡の 研 究を

行っ た。ソ シ ュ
ー

ル は ラ ン グ （社会言語体系）に 焦点を絞り，

言語 学 の 研 究 を行 っ た。ソ シ ュ
ール の ラ ン グ，つ ま り差 異 の 体

系 に関す る研 究 の 取 り組 み は構造 主義 と呼 ば れて い る。パ レ ー

トや ソ シ ュ
ール に共通 す るパ ラ ダイ ム であ る体 系や 制度 均 衡

とい っ た 概念，特 に体系の 概念を構造 と言い 換えて ，広 く人文

社 会科 学 に応 用 す る ア プ ロ
ー

チ が 構 造主 義 で あ る 。
パ レ ートや

ソ シ ュ
ー

ル は，言 語，貨幣 制度 とい う現代的 に は 情報文化 に

あた る もの を分析する の に 必要 な道具立 て を準備 して い た と言

え る の で は ない か。
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　言語，貨 幣 制度 と い う問題 意識 の うちで ，今回 は 言語 と貨

幣 の 関 係 を主 に論 ず る に と ど ま っ た 。 貨 幣は 単
一

の 価 値尺 度 に

還 元 され うる と い う点で は，言 語，制度 と比 べ シ ン プ ル で あ

る。また言 語 に よ っ て ，現 実の 制度 　と くに法 シ ス テ ム は 記述

さ れ て い る た め，言 語 に つ い て 分 析 を 行うと，制 度 に つ い て も

分析が 出来る だ ろ う。

　ゲ
ー

ム 理 論は貨幣経済や ，比較制 度 の分析だ けで は な く，比

較 言語 の 分 析 に も利 用 で きる だろ う。右 や 左 とい っ た言葉 の 使

用 も一種の Nash 均 衡 で あ る。

　Nash 均 衡 と して の 言 語 の 分 析 も重 要 で あ る。また均 衡 分析

とい う視 点 の み な らず，シ ス テ ム の 進 化 と い う視 点 か ら も言

語，貨 幣，制度 は，共通 的 に扱 え る可能性 が あ る 。

　情 報文化 の 背景 に は ，必 ずシ ス テ ム の 進化 が存在 し，そ の シ

ス テ ム の 進 化 の 経路 を 決め る もの の
一

つ が，情報 文化 で あ る 。

言 語，貨幣 とい っ た 情報で もあり人 間 に よ っ て 生 み 出され た 文

化で もある 存在，そ れ に は 社会制度も含まれ る 。 情報で もあ

り文化 で もあ る よ うな 存在の 体系 と構造 の 変化を分析す る こ と

は今後の 課題で ある 。 人間は 合理的側面 と同時に，感情や 主観

的信念 に よ っ て も行動 に 影響 を受ける 非合 理 的側 面 をあ わせ も

つ 。言 語，貨 幣 も人間 に よっ て 生み 出 され た文化 で あ る 以上，

言語と貨幣の シ ス テ ム も合理 性 と非合 理性 を併せ 持 っ て い る。

　言語，貨幣 は，ただ 人間 に 生 み 出 された文 化 で は な く，情報

文 化 で あ り，シ ス テ ム 性 を持 っ て い る。言 い 方 を変 え る と，言

語，貨 幣 は，計算 機 上 で その 動 き を トレ ース す る こ と が 可 能

で ，さ らに数理 モ デル と して 記 述で きる。

　 さ らに言 語 に よ っ て 記 述 され た 制度も情報文化で あり，計算

機上 で 数理 モ デ ル と して 扱うこ とが で きる。情報文化が ，実は

計算機上 で デ
ー

タ と して 分析が 可能 とい う特徴が あり，そ の 分

析手法 に は統
一
性が あ り，機械学習や 統計学の 成 果，ゲー

ム 理

論 の 成 果 を複合 して 数理 分析 に か ける こ とが で きる。こ の 可 能

性は大 きい 。

補論，ラ ン グか らア ナ グラ ムへ

　パ レ
ー

トの 研究対象の 変化が 松嶋氏の 著作の タ イ トル の よ う

に 『経済か ら社 会 へ 』 よ り正 確 に は，「物理 か ら，経済，そ し

て 社 会 へ 」 で あ る な らば，ソ シ ュ
ー

ル の研 究 対象 は 「言 語 （ラ

ン グ〉か ら詩 的言 語 （ア ナ グ ラ ム 〉へ 」 で あ ろ う
t2°】。パ レ

ー

トとも ソ シ ュ
ール も，彼 らの

一
般 均 衡理論

一般社 会 学，そ し

て
一

般 言語 学 に 「
一

般」 と い う頭 文 字が つ い て い る の は，それ

が た だ総合的 な学問 で ある だ けで は な く，科学 と い う視 点を明

示的に 打ち出 して い る 点で ある 。
パ レ

ートは，論理 ・
実験的方

法 や 斉一性 とい う言 葉 を好 ん で 著 作 で 用 い て い る。そ して，パ

レ ートと ソ シ ュ
ール の 目指 して い た もの は，現代的 に は情報文

化 （貨 幣や 言 語，社 会 制 度 ） の 科 学 的研 究 で あ る、経 済 や言

語，社会制度は シ ス テ ム 性を持つ と 同時 に，人 間に よ っ て 生 み

出 され た 文 化 で もあ る。パ レ ートは 『経 済学提 要』 イ タ リ ア語

版 の サ ブ タイ トル を 「付 社会科学 入 門」 と して い る。つ ま り，

自然科学の 対象 と は．人間 に よ っ て 生 み 出 され た祉 会 的 ・制度

的要因 で あ る とい う点 で 異な る，ま さ に文化 とい う対 象，現代

N 工工
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的 に は情 報 文化 を科学 的 に 分析 しよ う と した と考 え られ る。も

ち ろ ん経 済や 杜 会は，社 会科 学 の 対．象 で あ り，言語 は 人文 科学

の 対象で ある 。 しか し，自然科学の 対象 とは異 な る もの を．自

然科 学の 方法論 を応 用 して，「科学 的 」 に 分 析 し よ う と い う特

徴が あ る。現代 的 に は，貨幣，言 語，制度 は情 報文化 の
一種 と

して 整 理で きる の で，もち ろ ん 数理 的分析や 計算機に よ る分析

と も親和 性 が ある。しか し，パ レ
ー

トや ソ シ ュ
ー

ル の 生 きた 今

か ら一世 紀 前 の 世 界で は，情 報文 化 を分析 す る 共通 言語 と して

の 数 理科 学 は存 在 して も，手段 と して の 計 算機 は存 在 しない 。

こ の よ うな時代 背景 の 中で ，パ レ ートや ソ シ ュ
ール が研 究対 象

を拡 大 ・移行 した 背景 を探 る 必要 があ る。

　 こ こ で は，あ くまで 試論 ・補 論 と して ，パ レ ートとソ シ ュ
ー

ル の 研 究対象の 変化の 要 因 につ い て 分 析 した い 。

　 まず は パ レ
ー

ト研究 の 視 点 か ら，経 済 か ら社 会 へ と い う研
．
究

対象の シ フ トに つ い て 論 じた い
。 もしパ レ

ー
トと ソ シ ュ

ー
ル の

思想 ・
科学論的 背景に 共通点や 接点が ある の な ら，彼 らの 研究

対 象の シ フ トに も，共 通 の 論理 が，少 な くと も仮説 と し て は

抽出で きる は ずだ 。
パ レ

ー
トの 研 究 した 経済理 論，つ ま り

一
般

均衡理論 とパ レ
ートの 打ち立 て た 祉会理 論 つ ま り彼の 著作の

タ イ トル か ら
一般社 会 学 （総合 社会 科学と言 い 換 えて も問題 な

い 〉 は 同 じレ ベ ル で 科学 と言え る の か とい う問 い を立 て た い
。

　残 念 なが ら，答 えは否 で あ る。ワ ル ラ ス が打 ち立 て，パ レ
ー

トが 彫刻 した
一

般均衡 理論 は，経 済現 象 を需要 と供 給 に 関 す る

連立 方程 式体 系 と して 分析 す る。背景 に は，消 費者 も企 業 も合

理的で あり，効用最大化，利 潤最大化 とい う制約付最適化行動

を とる と仮定 して い る 。 あくまで
一
般均衡理論の 指導原 理 は，

合理 的経 済主体の 行動 科学で あ る。一
方で，一般社会学 で は．

人 間行動の 非論理的行為を分析する 。
つ まり，パ レ

ー
トの 社会

学 で は，も とも と非計 量 的 な対 象で ある 社会 シ ス テ ム とそ れ を

構 成 す る 人 間の 行 為 を，非 論 理 的行 為 とい う観 点 か ら分 析 す

る 。 こ の よ うな研 究 は，確 定 論的 な連 立 方 程式 の 分析 や，数理

モ デ ル に よ る 分析 とは，な じみ に くい 特徴 があ る。

　 もちろ ん，現 代 に お い て は 行動 経済 学 や比較 制度 分析，ゲ
ー

ム理 論 の よ うに，社会制 度や ，感情に 影響 を受け る 人 間の 行為

を分析する 理論は発達 して い る 。 しか し，パ レ
ートが生 きた時

点 で は，ワ ル ラ ス が 打 ち立 て，パ レ
ー

トが 引 き継 い だ ロ
ーザ ン

ヌ の 一般均 衡理 論 と，パ レ ートが独 自 に生 み 出 した総合 社会科

学 と して の
一

般社 会学 は，モ デ ル の 数 理 的記述 と い う観 点 や，

科学理 論 と し て の 構成 とい う点で ，同 じ レ ベ ル ・段階 で あ っ た

とは 言 え な い 。

　 も っ とも まずは 計量 的
・
数理 的に分析が 可能な対象を扱い ，

そ の 後，そ の 背 景 に あ る計量 しが た い ，数理 モ デ ル が組 み 立て

に くい 対 象 を研 究 して い くとい う姿勢 は，重要 で あ る と指摘 し

て お こ う。

　パ レ
ートは，まず は合 理 的人 間行動 （ホモ エ コ ノ ミク ス 〉の

分析 を最 初 に 行 い ，必 ず しも合 理 的 とは言 えない 人 間 の 行 動

を，総 合社 会科 学 と して 分析 を試 み た。

　 もちろ ん，経 済 に関 わ る 人間 が，損をした くない ，で きれ ば

利潤や 主観的満足を追求 したい とい うこ とをモ デ ル 化する の は

王 道 で ある。しか し，貨幣取引や 投資行動 に 関す る 人 間 の 行動

に つ い て も、非論理性 ない し非合 理性 が つ い て 回 る。そ れは 感

情 や慣 習，規範 と して 影 響 して い る。こ の よ うな貨 幣 に 関す る

人 間 の 行動 は ，ま さに貨幣が情報文 化，つ ま り計量 ・数理 的 に

扱 え る 対象 で あ る だ けで は な く，人 間 と い う存 在 に よ っ て 生 み

出 さ れ た 文化 で あ る とい う側 面 に よ る。人 間 そ の もの は．か な

らず し もすべ て に お い て 合理 的で は な く，時に は感情に 左右 さ

れ る 側 面 を持つ 非合 理 的 存在 を内包 し て い る。そ して ，そ の よ

うな合 理性 と非 合理性 を併せ 持 つ 人 間 に よ っ て 生 み 出 された文

化は，当然 の よ うに合 理 性 と非合 理性 を併 せ持 つ 存 在 で ある。

　 さて こ こ まで 試論 を展 開す れ ば，言 語 （ラ ン グ）か ら詩 的言

語 （ア ナ グ ラ ム ）研 究 ヘ シ フ トした ソ シ ュ
ール の 問題 意識 の 一

端 に 触 れ る こ とが で きるの で はない か。

　 もち ろ ん ソ シ ュ
ール 研 究 に お い て 言 語 （ラ ン グ ） と こ と ば

（ラ ン ガージ ュ ） を区 別 す る こ とや，対 象 と して の 詩 的 言 語や

神話 と．それ を構 成 す る 論理 と して の ア ナ グラム を分 けて 考え

る こ とは 基本で ある 。

　 しか し，ソ シ ュ
ー

ル が な ぜ ラ ン グ の研 究か ら ア ナ グ ラ ム の 研

究へ 重心 を移 して い た かは ，一
つ の 仮説で 説明した い

。

　それ は、ラ ン グが 情報文化の
一

種で あり，合理 的側面 と非合

理 的 側 面 を持っ て い る こ とに よ る。そ して，詩 的言 語 や 神 話 と

い っ た もの は，必ず し も合理 的側面の み で 語 られ る もの で は な

い 。非 合理 的側 面，そ れは ま さに 文字 通 り合理 的 で は ない 側面

を持 っ て い る が，従 来 の 科学 が対 象 と して きた （数 理 的 に扱 い

やす い ）合 理 的側面 と 同 じくらい に，人 間や情 報文 化 を 本 質 的

に知 る た め に は，研 究対象と して 分析する こ とが 重要で ある 。

詩的言 語や 神話の 研 究は，人 間 の 感情や 慣習
・
規範 とい っ た要

素，さ ら に 現代 的 に は 情報文化 を 知る に あた っ て ，不 可 欠 の も

の で ある 。 しか し，少な くともパ レ
ー

トや ソ シ ュ
ール の 時代 に

お い て ，詩 的言 語 や神 話 を数 理科 学 と して 分析 す る こ とは，至

難 で あ っ た こ とは想像 に 難 くな い 。

　詩 的 言語 を文 学 の
一

種 と読 み 替 え る と，文学 と神 話 の 関係 を

分析 して い るパ レートの 著作に 『美徳の 神話 と背徳の 文学』 を

挙 げ る こ と が で きる
t21）

。 こ の 著作 は ，パ レ
ー

トの 性 的残基 （性

に対 す る 社 会的 観念 ・イ デ オ ロ ギ
ー
） に 関する 主張 を様 々 な 文

学作品や神話を例に とっ て 展開 した もの で ある が，少な くと も

『美 徳 の 神 話 と背 徳 の 文学』 の 著 者 で あ る パ レ
ートは，晩年 に

お い て ア ナ グラ ム 研 究 （詩 的言語 と神話 の 分析 ） に ウ ェ
ートを

お い た ソ シ ュ
ール の 問題 意識 を理 解 で きた の で は ない か 。

　もちろ ん，パ レ
ー

ト とソ シ ュ
ー

ル は ほ ぼ 同時代に ス イ ス で 活

躍 し，お そ ら くジ ュ ネー
ブ 大学の ナ ヴ ィ ル教 授 を通 じて 知 人 関

係に あっ ただ けで，書簡の や りと り等 は確認 され て い な い 。ま

た，パ レ
ートが 『美徳 の 神 話 と背 徳 の 文学』 を出版 した の は，

仏語 初 版 は 1911年で ，1913年 に亡 くな っ た ソ シ ュ
ール が 『美

徳の 神話と背徳の 文学』 まで 参照 で きたか は疑 問 で あ る。

　 しか し，パ レ
ートや ソ シ ュ

ール は，ギ リシ ア 語 や ラ テ ン 語 に

通 暁 し，ギ リ シ ア
・ロ

ー
マ 神話に 詳 しか っ た。またパ レ

ート

は，ギ リ シ ア ・ロ
ー

マ の 古典 文化だ けで は な く，翻 訳 を通 じて

中国 の 孔子の 『論語』 も読ん で い た。こ の よ うな彼 らの 高 い 教

養は，人 間の もつ 文化 や 情報 文化 につ い て メ ス を入 れ る こ と を

試 み る 研究 を志 向す る に 至 っ た と して も，全 うで あ ろ う。
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　『美徳の 神話 と背徳の 文学 』 は パ レ
ー

トの 中で は 余技 の 著作

で あ ろ う。また ア ナ グ ラ ム 研究 は，ソ シ ュ
ー

ル の生 前 出版 さ れ

ず，眠 っ た研 究で あ る。しか し，パ レ
ートとソ シ ュ

ー
ル は，経

済 言 語，社 会 とい っ た対 象 の 中で 特 に 価値 に 主 眼 をお い て ，

共 時 的 ・通 時 的な理 論 を展 開 しよう と した だけ で は な く，人 間

の 生 み 出 した文化 （現代 的に は情報文化）の 非合理 的側 面 に も

注 意 を払 い ，分 析 しよ うと した共 通 点が あ る。従 来，パ レ
ート

と ソ シ ュ
ール を比較 す る 言 説 は，シ ス テ ム 的な価値 の 均 衡 理論

や，言 語や社 会 におい て 不 変 な もの と可 変 な もの，つ ま り残基

と 派生，語根 と派生 語 と い う点 の 指摘 に と どま っ て い た。しか

し，本補 論 で は，パ レ ートと ソ シ ュ
ール は 文 学 や神 話 とい っ た

もの に表れる人 間 の 非 合理 的側 面 を も分析 の 視角 に とらえよ う

と した 点で ，共通 点が ある と指摘 した 。 そ の 取り組み を分 析 し

て，引 き継 ぐこ とが 現 代 の 情報文化 学 を 専攻 す る者 に も求 め ら

れて い る と言 える の で は ない か 。

注

〔1＞両 者 はジ ュ ネ
ー

ブ大学 の ナ ヴ ィ ル 教 授を通 じて ，知人 で あ っ た とさ

　 れ る。松嶋 ［2］を参照。

（2）不 本意 な哲学 者 は フ ロ イ ン ト［3］に よる命名。

（3）パ レ ートの 経済学 ・社会学上 の 主 要著作は ［4］［5】［6］［7】を参照。

〔4｝ソ シ ュ
ール の 『

一
般 言語学講義i〔1916）は 現代で は 仏語版で あ っ て

　 も，イ タ リア の 言 語 学 者 トゥ リオ ・デ ・マ ウ ロ の 校 注 が利 用 で きる

　 ［15］。ま たソ シ ュ
ー

ル の
一

般 言語 学 講義 の 自筆原 稿お よび ジ ュ ネ
ー

ブ

　 大学で の 講演は ガ リマ
ール 版 『一般言語学著作集』（2002）が利 用 で き

　 る ［16］。ソ シ ュ
ール 『一般言語学講義』の 自筆原稿の 邦訳 は ［17】，講

　 義参加者の ノ ートの 邦訳は ［18】［19］［20亅を利用 した。ソ シ ュ
ール の 一

　 般言 語 学 講義 は生 前 三 回 に わ た っ て 行 われ，講 義 の 参加者 の ノ ート

　 を も とに 弟子 が 編集 した の が 『
一

般 言 語学 講 義』（1916）で あ る ［151。

　 ソ シ ュ
ール の 死後 講 義 に直接 参加 しなか っ た 二 人の 弟子 に よ っ て

　 編 集 さ れ た 『
一

般言 語学講 義』〔1916｝とソ シ ュ
ー

ル の オ リ ジ ナ ル な

　 思想 とのか い 離 を埋 め るた め には，トゥ リオ
・
デ
・

マ ウ ロ の 校注 や，
　 諸 研究書，お よ び ソ シ ュ

ール 自身に よ る 講義の 原稿，さ ら に 講義参

　 加 者 の ノ ートを読 み 込 ん で い か ねば な ら ない 。ソ シ ュ
ール 自身に よ

　 る講 義 の 原 稿 は 「言葉 の 二 重 の 要素 に つ い て 」 や 断片 的 な メ モ と し

　 て 『一般言 語学 著作 集』（2002）か ら利用 で きる ［16］。

（5）ソ シ ュ
ール研究の 基本文献 として ［21］［22］［231［24】を参照。

（6）ラ ン グ とパ ロ ール の 関係に関 して は ［32］，pp．29−32の 議論 を参照 した。

〔7＞文献 ［10］はパ レート 『経済学提要』 イ タ リ ア 語版の 数学付録の 翻訳

　 と パ レ ー
トの 評伝。文献 ［11亅はパ レートの 動 学 モ デル に関 す る 『経

　 済学講義』の 微分方程式モ デ ル と Giorna正e 　degli　Economisti誌 に 掲

　 載 され たパ レ
ー

トの 論 文 の 邦訳 で あ る 。文献 ［ll］は あ ま り引 用 さ れ

　 ない が，パ レ ー
トの 動学 理論 を 日本 に 紹介 した貴重 な 文献 で あ る と

　 筈える 。

｛8）パ レート 『
一

般社 会学概 論』仏語 版 の 部分 訳 と して 文献 ［12】を参照。

  パ レ
ー

ト 『
一

般社 会学概 論』 の 要約本 の 邦 訳 と して 文献 ［13】を参照。

（10｝経済 物理 学の 標 準 的テ キス トと して 文 献 ［141を参 照。

（11）パ レ ート効率性 に 関 して は ，［5｝［6〕を参 照。パ レ
ー

ト自身 は，集 団

　 に お け る オフ ェ リ ミ タ の 極大 とい う表現を使 っ て い る 、オ フ ェ リ ミ

　 タ と は パ レ ー
トの 古 典 ギ リシ ア語 か らの 造 語で 、有用 で ある とい う

　意 味で ．主 観的効用 を あ ら わ す。パ レ ー
トは 効用 と い う言 葉 の ，有

　 用 で あ る とい う意味 と経済学者の い う主観的な 欲望 の 適合 関係 の 二

　 重 の 意 味 を嫌 い ，オ フ ェ リ ミ タ とい う造 語 を主観的効用の 表現に 用

　い る こ とを提唱 した。身体に 悪 い 薬 物 で あ っ て も中毒 の 患 者 に は．
　 主観 的効用 はあるか もしれ ない 。そ の よ うな 意味でパ レ

ー
トは主観

パ レ ートか らソ シ ュ
ール へ 　 ll

　 的 な欲 望 の 適 合 関係 に オ フ ェ リ ミ タ と い う造 語 をあ て た 。パ レ ー
ト

　 効率性の
一

つ の 解釈は，一
般均衡近傍で N 人ゼ ロサ ム ゲーム が 成立

　 して い る こ と だ。そ こ か らの 微小 な移 動 は ，あ る主体 に と って は 不

　利，あ る 主体 に と っ て は 有 利 と な る 。契約 曲線 の よ うに パ レ ー
ト効

　 率性 を満た す集合は 一
つ とは 限 ら ない の で ，厳密に は パ レ ート最適

　 （Pareto　Optimum ＞ と い う用 語 よ りもパ レ ート効率性 の 用 語 が 望 ま

　 し い と さ れ る 。パ レ
ー

ト効率性の 用語が パ レ
ー

ト最適の 用語 よ り望

　 ま しい と説明 して い る 文献は，英語で あ れば ア ロ
ー

＆ ハ
ー

ン ［31｝，日

　 本語 で あれ ば，奥 野
・
鈴 村 ［30］であ ろ う。

〔／2）パ レ ー
ト法 則 に 関 して は ．［4】を参照。一

般 に パ レ ー
ト法 則 と は 、

　 所得分配が べ き分布 に 近い 分 布を して お り，どこ の 社会で もど の 時

　 代で もパ レ ート分布 とい う不平等な 所得分配 の 構造 が 維持 さ れ て い

　 る こ と をパ レ
ー

トは主 張 した。こ の よ うなパ レ
ー

トの 研 究 は，現代

　 で は経済物理 学の
一

つ の 出発 点 とみ な されて い る。

（13）トゥ リオ
・
デ
・

マ ウ ロ の パ レ
ー

トと ソ シ ュ
ー

ル に関 す る注 は，［15亅

　の 68番 と 165番の コ メ ン ト（p．423，p．451）を参照。　N．68 では バ レ ー
ト

　 『
一

般 社 会学概 論』 とソ シ ュ
ール の 議論の 同調。N 、165 で は ソ シ ュ

ー

　 ル の 「第三 回講 義の 内 容」 とパ レート 『経済学提要』 の 関係 が 述 べ

　 られ て い る。『
一

般言 語 学著 作 集』（2002）の 「第 三回 講 義の メ モ ：記

　 号 の 共 時的
・
通 時 的変化 の 必要性 」（p．332）に よれ ば，「経済 学 は媒 介

　 する全て の 諸力に伴 う社会的諸力として．労働 と資本の 間 の 均衡 を

　基本 的に扱 うこ とを我 々 は知 っ て い る 」 とい う一節が あ る ［16］。ソ

　 シ ュール の 第三 回講義で は，経済学が い わ ゆ る 政治経済学 （理論経

　 済学 ） と経 済 史 （歴 史 経済 学 ） に 分 か れ る こ とを指 摘 して ，言 語 学

　 も共 時 態論 と通 時態 論 に分 か れ る こ とを指 摘 して い る。そ れ は．言

　 語学 も経 済 学 も価 値の 均 衡 を扱 う理 論 で あ る か らで あ る。しか し，

　 ソ シ ュ
ール が 均衡概 念を安定的 か つ 望 ま しい もの と考 えて い た か は 、

　 疑問で ある。『
一

般言語学著作集』（2002｝の 「ジ ュ ネーブ大学第二 回

　 講演 〔1891年 9月 ）」にお い て 「ラ ン ガ
ー

ジュに おい て 安定か つ 永続

　 的 な意 味 で の 均 衡 は現 実 に は存在 しない 」〔p．158｝と言及 して い るた

　 め だ ［16】。現 代 におい て も経済学 で は均衡 は安 定 的で ，永続 的 な もの

　 で あ る と い う見 方が
一

種 の パ ラダ イム に な っ て い る。た とえ ば，均

　 衡 に お け る利 子 率 を 自然 利 子 率，失業率を 自然失業率 と 呼ぶ よ うに ，
　 長期均 衡 は安 定 的で 永 続 的で あ り，望 ま しい （＝自然 ） とい う性 質

　 がある と考 えられて い る。一方で，ソ シ ュ
ール はラ ン h

’
　一一ジ ュ つ ま

　 り人 間の もつ 言 語化 作 用 に お い て は，安 定 か つ 永 続 的 な均衡 は存在

　 しない と ラ デ ィ カ ル な 主張 を展 開 して い る。言語 （ラ ン グ） は不 易

　 性 と同 時 に可 変性 を持 つ 存 在 で あ る。均 衡 が存 在 して も，次 の 均 衡

　 に す ぐ移動す る こ と や，あ る い は そ こ か ら離 れ て しま うこ と もある。

　 ソ シ ュ
ール の 言語学に お ける 不均衡的な もの の 見方は 興 味深い 。パ

　 レ
ー

トは経済危機論に 言及 し，その 社会観は 時に社会的不均衡論的

　 と もみ なせ るが，経 済学 者 と して は均 衡 概 念 を非 常 に 重 視 し．静学

　 的均衡 と逐 次均衡 動 学 的均 衡 の 概念 が あ る こ と を 指摘 して い た 。

　 つ ま りバ レ
ー

トの 経 済理 論 や 社 会 理論 の 基軸 は フ ロ イ ン トの 主 張 し

　た通 り，均衡理 論で あ る ［3】。通 常，経 済学 者 と して 不 均 衡理 論 の 提

　 唱者の
一

人 と して 見な され る の は ，パ レ ー
トで は な く，ヴ ィ クセ ル

　 であ る。しか し，さ らに踏み 込ん で 議論を展開する とパ レ ートは 『経

　 済学 提 要』（1906．1909）に おい て 貨 幣 数量 説 を批 判 して い る ［5亅［6】。パ

　 レートの 貨幣 数量 説批 判 の 要 点 は，「全 て の 諸価 格が 同 時に 同 じ比率

　で 変化 す る こ と は あ りえ ない 」（p．369）とい っ た価 格 の 粘 着 性 の 指摘

　 で あ る ［6】。こ の よ うな 貨 幣数量 説批 判 か ら，パ レ ー
トが理 論 上 は 一

　般 均 衡 が存在するが，現実に は長期均衡に は到達 しない と考 えて い

　 た と 推論 す る こ と は ．可 能 で は ない だ ろ うか。少 な くと もパ レ ート

　 は
一

般均 衡に 独 占 （不 完全競 争の 視 点 ）を 導入 し，摩擦 や価 格 の 粘

　着 性 の 下 で の
一

般 均衡 か らの 二 次 的接近 を模索する よ うに ，現代 の

　新 ケ イ ン ズ 派 の 取 り組 み に 近 い こ と を行 っ て い た と言え る の で は な

　 い か 。

〔14）年表は，ボ ネッ テ ィ 『パ レ ー
トの 政治思 想』 〔1994｝pp．93−104．［25］，丸
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　 山 『ソ シュ
ー

ル を読む∫ （19831pp．309．311［22］，を参照 して 筆者 作成。

（15）貨幣 と不 均衡 に閧 す る 基 本 文献 と して、126】［27］を参照。1261で は

　 ピア ジ ェ の 議論 を引 用 し て 、一
般 均 衡理 論 と ソ シ ュ

ール の 言語 学 の

　関係を論 じて い る 。［27］は 貨幣経済に 内在す る 本質的な 不 安定性 を，

　 ヴ ィ ク セ ル ，ケ イ ンズ に 遡 っ て モ デ ル 化 した本で あ る 。

（16｝確 率 的言 語 モ デ ル に 関 して は，［28］を参 照。確率 的言 語 モ デ ル で 使

　 わ れ る数学は ，経 済学 の 動学 的
一

般 均衡 モ デル のSGE）と共通 の もの

　 が 多い 。

（17）比 較制度分析に 閣 して は，［29］を参照。［29］で は ，第 10章の 冒頭

　 で パ レ
ー

ト 『
一

般 社 会学 概論 』 英語 版 を引 用 して い る （p、267｝。第 10

　 章 は 「制 度の 通 時的 連結 」 と題 され て い るが，ソ シ ュ
ー

ル を読 ん だ

　 こ と の ある 人で あ れ ば，通 時 的 （ダ イア ク ロ ニ ッ ク） と共 時 的 （シ

　 ン ク ロ ニ ッ ク） と い う間題 意 識 の 分 け方 は ．彼 に
．．．・

つ の 起 源 があ る

　 こ とを想起する は ずで ある 。青木は ソ シ ュ
ール を引用 して い ない が ，

　 制度進化の 問題 をラ ン グと い う制度の 進化の 問題に 適用する 試み も

　 興味 深 い 研 究課 題 とは 言 えない だろ うか．

（18）応 用 ミ ク ロ 経 済 分析 に関 して は，［30】を参 照 v 日本 語 で霄 か れた ミ

　 ク ロ 経 済 学 の テキ ス トで ．パ レ ー
ト 『経 済 学提 要」 を参 考 文 献 リス

　 トに 加えて 旨及 して い る 少 ない
．
文献の

一
つ で あ る ．

〔19）若干で は あ る が 、パ レ
ー

トの 晩年の 日記 は パ レ
ー

ト全集か ら 利 用 で

　 きる。文 献 ［9】を参照。

〔20）バ レ ー
ト研 究の 日本語 で の 信頼 で きる文 献 と して ［2亅を参 照。

〔21）パ レート 『美徳の 神話 と 背徳 の 文学 』 は 仏語 全 集版 ［8］を 参照。こ

　 の 著作の 内容 は美徳の 神話の 方が ，背徳の 文学 よ りウ J．一トが 大 き

　 い 。ギ リシ ア
・

ロ
ー

マ 神 話の 内容 が 中心で あ る。
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